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先日のクリスマス・ウィッシングは厳粛な雰囲気の中でクリスマスをお祝いすることができました。冬の寒さが一段と

厳しくなってきております。引きつづき体調管理には十分留意して、充実した年末年始をお過ごしください。 

梅干し弁当募金
 1２月 1３日(水)に行われた梅干し弁当募金

は、「国境なき医師団」を通して今年４月に勃発した

スーダンの紛争に苦しめられている人々への支援

に役立てていただくために行いました。 

みなさまのご協力により、総額 20,6２３円を

送金することができました。  

  

1２月７日（木）に、ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾃﾞｲが行われ、世界

10ヶ国からの留学生男女 12名が本校に集合して

生徒と交流しました。中３，高２，高３の各学級に所属

して６校時まで授業を受けた後、７校時に交流会を行

いました。生徒たちは留学生の自己紹介やクイズ・ゲ

ームなどを通してたくさんの刺激を受けながら、楽し

い時間を過ごすことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇第 20回北海道地区高校生中国語発表会 

 <入門の部>   

   優良賞  高 2留学生 ガマゲー・メツミ 

〇第 21回北日本ﾁｱﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

 <一般・社会人部門> 

   優勝  高２ 田中 冴花 

（所属：札幌ﾁｱﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾁｰﾑ「BOMBERS」）
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26 金  要 

27 土   

28 日   

29 月  要 

30 火 

全校朝礼 

高 3 授業最終日 

高 3 卒業研究提出（17:30 締切） 
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札幌聖心女子学院 

校長 齊藤 隆浩 

第 10号 2023年 12月 20日 

☆ ※の日は、必要な方は昼食をご用意ください。 

☆ 行事予定は暫定のものです。大きな変更がある場合には、一斉メールや 

学校ホームページ等でお知らせいたします。 



クリスマス・プラクティス
12月 4日から 14日まで、イエス・キリストのご降誕をお祝いするための心の準備を 

することを目的に、朝礼前や休み時間に一人ひとりが沈黙を守るように心がけました。 

その成果として通学生はお米、寄宿生はカイロを持ち寄りました。集まったお米とカイロ 

は１２月２７日にカトリック北１条教会にお届けします。 

 

クリスマス・ウィッシング 

                                   １２月１５日（金）にクリスマス・ウィッシングが行われました。 

理事長をお迎えして、全校生徒及び教職員が聖堂に集まり、 

タブローや聖歌、手話などでクリスマスをお祝いしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あなた方は布にくるまっている乳飲み子を見つけるで 

あろう。これがあなた方へのしるしである」ルカ福音書 2:12 

12月 15日に聖堂で行われたクリスマス・ウィッシングは、９日間のプラクティスで心を 

整え、歌、暗唱、手話、朗読とタブローなどの練習を重ね、クリスマスの本当の意味を考える 

とともに、皆で心を合わせて祈る機会となりました。 

美しいタブローを見ながらハレルヤを歌ったクライマックスに、教皇フランシスコが最近出 

版された「私のプレゼピオ」という本を思い出しました。プレゼピオとは、イエスの誕生を表す 

馬小屋での場面を表す模型です。まさに生徒たちのタブローの場面です。１３世紀にイタリア 

のグレッチョという村でアシジの聖フランシスコが発案したものといわれてますが、それ以来、 

「イエスキリストの誕生―神が人となり、私たちのうちに住まわれた」という神秘を思い出させるシンボルとなってい

ます。「インマヌエル：神はともにおられる」というクリスマスの最大のメッセージがそこにあります。 

今年も、クリスマスのお祝いから「私たちの普段の生活の中に神様がいつもともにいてくださる」ことを新たに思

い、いま世界で厳しい状況の中で苦しむ人々にもこのクリスマスのメッセージが届きますようにと祈りながら、プラ

クティスの成果をささげました。 

このクリスマスの心は季節が変わっても続きます。この冬休みの間、クリスマス・ウィッシングを思い出しながら、一

人ひとりがタブローの場面からどんなメッセージをいただいたかを考えるのもよいでしょう。そして新年を迎える準

備をするにあたり、すべての人に平和が訪れますようにと祈り続けましょう。良い新年をお迎えください。 

                                〔修道院長 Sr.新庄美重子〕 


